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北海道全共まで 

500 日 
北海道全共マスコットキャラクター 
「和ぎゅリー」  承認番号４ 

➢ 北海道全共への道⑥  肉牛の部斡旋会が開催されました 

 令和８年３月 11 日（水）、三次家畜市場（三次市西酒屋町）にて、第 13 回全国和牛能力共進会肉牛の部斡旋会が開催されました。 

本斡旋会は、全国和牛能力共進会（全共）にむけて、繁殖農家経営体の皆様の御協力をいただき、生産された候補牛を、肥育農家

経営体の皆さんに引き渡すために企画・開催されたものです。 

当日は、花勝百合および紅神照産子の候補牛が上場され、参加された肥育農家経営体の皆様からの活発な入札をいただきました。 

➢ 和牛施策の紹介 ～ 今年度の県の主要事業等のお知らせ ～ 

 今年度の県の和牛生産等に関する重点推進事項を紹介します。積極的な情報収集と事業の有効活用により、経営発展を目指しましょう。 

○ 本県の独自性を活かした付加価値向上の取組による広島和牛ブランドの強化 

○ 経営力向上による持続性の高い企業経営体の育成 

・事業承継・人材育成などの共通課題解決に向けた研修会、視察等を通じて課題解決を支援します。 

・畜産ＧＡＰ・ＨＡＣＣＰなどの考え方による生産工程管理の導入を進め、研修会等を通じ、先進経営体の事例を共有する等、

経営力強化の推進に取り組みます。 

・スマート農業について、畜産経営体へのモデル波及を推進します。 

○ 自給飼料の生産拡大等による畜産経営の体質強化 

・自給飼料の生産効率を向上させる等により、社会情勢の変化に左右されない畜産経営の体質強化を図ります。 

・比婆牛や神石牛などの地域の取組を進め、広島血統和牛の交配推進と雌子牛の保留を促進します。 

・畜産クラスター計画等に基づく事業等を活用した生産基盤の強化・拡大を図ります。 

・広島血統和牛の生産頭数の拡大を図るための新たな供給協定の取組及び種雄牛造成を推進します。 

 

今年度も引き続き「持続可能な広島和牛生産体制の構築」を掲げ、ひろしまブランドに貢献する広島和牛のブランド化の推進と生産

性を高めた持続性の高い企業経営体の確保・育成に取り組みます。 

・比婆牛がひろしまブランドに貢献する食の代表の一つとなる

よう、高級料理店での定期提供と、料理人や生産者等の仲間づ

くりを進めるとともに、食味分析等を通じて新たな価値要素

の探究を実施します。 

・広島和牛のブランド化の強化に向けて、広島血統和牛を軸と

した広島和牛全体への横展開を図ります。 

・拡大するニーズに対応するため、民間主体の流通体制強化と、

生産頭数の拡大に向けた生産者の理解醸成を図ります。 

１ 取引結果 

（写真左）取引の様子。（右）繫留場での候補牛の様子。 
２ 購買者と購買頭数 

今後は、肥育農家で飼養される候補牛に対し、９か月齢、12 か月

齢、15 か月齢、18 か月齢、21 か月齢の各段階で巡回調査を実施し、

発育状況や肉質能力の発育管理状況の確認結果に基づき、令和９年

８月に北海道で開催される第 13 回全共の広島県代表牛を選抜しま

す。 

３ これからのスケジュール 

○ 畜産施策の阻害要因となる家畜伝染性疾病の発生予防、損耗防止による安定的な畜産経営の確立 

・畜産振興施策の推進に当たって多大な影響を及ぼす重大な動物感染症（高病原性鳥インフルエンザ等）については、発生予防

対策の強化とともに、日頃より発生に備えることで、より実効的な体制を構築します。 

区分 内容 

取引頭数 
28 頭（他１頭欠場） 

花勝百合 17 頭、紅神照 11 頭 

平均価格         913,275 円 

最高価格        1,114,300 円 

最低価格         778,800 円 

    

 

（税込み） 

 

経営体 頭数 

有限会社野山牧場 ５頭 

もりしげ牧場株式会社 ３頭 

株式会社藤原牧場 ９頭 

株式会社久井牧場 ３頭 

株式会社のば牧場 ２頭 

全農高宮実験牧場 ６頭 
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次号は、 

令和８年 5月 27 日発行予定！ 
右の QR コードから広島和牛 NEWS ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰをご覧いただけます。ｽﾏｰﾄﾌｫﾝの場合、標準カメラアプリをかざすだけで読取り可能です 

インスタグラム フェイスブック

ンスタグラム 

インスタグラム、フェイスブックで広島和牛の話題を世界に発信中！フォロー・いいね！お願いします！!(^^)! 

広島和牛 NEWS はWeb でも閲覧できます！！⇒「広島和牛 NEWS」で検索！ 

右の QR コードからアクセス！ 

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝの場合、標準カメラアプリを

かざすだけで読取り可能です！ 

 
★ おしらせ ★ 広島県畜産共進会 枝肉の部の審査項目が変更になります！ 

令和６年度（第 100 回）及び令和７年度（第 101 回）の畜産共進会審査要領に記載しておりましたとおり、 

令和８年度（第 102 回）広島県畜産共進会から、 

枝肉の審査項目について、従来どおりの肉質及び肉量に、ＭＵＦＡ値を加えたものになる予定です。 

 

（写真）知事表敬訪問の様子。 

≪家畜を飼養・管理している皆様へ≫ 家畜伝染病予防法に基づく定期報告の提出期限が４月 15日となっています。 

☆詳しくは、広島県ホームページにて「飼養衛生管理基準」で検索、または、管轄の畜産事務所にお問い合わせわせください。 

➢ 比婆牛の新しいお土産品が完成しました！ 

➢ 藤花姫の後代検定がスタートしています 

 前号でお伝えした令和８年度後代検定種雄牛について、“藤花

姫（とうかひめ）”の調整交配が４月１日から開始されています。 

選抜後の交配の参考とするため、協力農場の皆様におかれま

しては、若い雌牛との交配をお願いします。また、本牛が大き

めのため、初産や小型の雌牛との交配にはご注意ください。 

なお、“花重永（はなしげなが）”の交配は５月１日から開始

される予定です。 

 

比婆牛を使用した新しいお土産商品を開発する「比婆牛ブランド共創プロジェクト」において、 

令和７年度にグランプリを受賞した、和食と洋食の料理人のアイデアを基に、新たな２種類のお土

産商品が完成しました。 

１品目は広島市中区の日本料理店「正弁
しょうべん

丹
たん

吾
ご

」の田中料理長が考案した、比婆牛の外もも肉を新

庄味噌タレで柔らかく煮込んだ「比婆牛味噌煮込み」、２品目は広島市西区のイタリア料理店

「gruta
グ ル タ

」の鶴田オーナーシェフが考案した、比婆牛の前バラ肉を煮込み、脂のコクと玉ねぎの甘

味、レモンの酸味を調和させた「比婆牛ラグービアンコソース」です。 

３月 16 日には横田広島県知事を表敬訪問し、開発した商品のお披露目と知事による試食が行わ

れました。田中料理長から「野菜やパン、ご飯にも合う」、鶴田シェフから「広くお客様に比婆牛を

食べていただく機会が増えれば」とのコメントとともに提供され、横田知事は「牡蠣、レモン、穴

子に次ぐ素晴らしい商品に皆さんと育てていきたい」と高く評価されました。 

さらに、３月 21 日にはひろしま夢プラザ、22 日には山陽自動車道小谷サービスエリアでテスト

販売を行い、訪れた観光客等から好感触を得ることができました。 

今後、各種販売チャネルでの商品展開を進め、さらなる販路拡大による比婆牛認知度の向上を目

指しています。 

 

（写真）完成した比婆牛加工品。 

（写真）藤花姫。 

 

【標準化ゲノム育種価】 

価 

★ 広島県からのおしらせ ★ 「広島血統和牛」LINE 友達募集中です！！ 


